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このドキュメントは、Java ESチームによって管理されています。



このリリースノートのドキュメントには、Sun JavaTM Enterprise System (Java ES) 6に関する重要な情
報 (特に、Java ES 6 Baseのオファリング)が記載されています。インストール、アップグレードお
よび操作全般についての理解を深めるために、Java ESの使用を開始する前にこのリリースノート
をお読みください。このドキュメントは新しい問題が発生したときに、それらを説明するために
必要に応じて更新されます。これらの更新については、「13ページの「改訂履歴」」を参照し
てください。このドキュメントの最新バージョンは、docs.sun.com/coll/1286.4の Java ES 6ド
キュメントコレクションにあります。

そのほかの Java ES 6のオファリング (たとえば、各種の Java ESスイートなど)について
は、sun.com/software/javaenterprisesystemを参照してください。

このドキュメントで取り上げる主なトピックは、次のとおりです。

■ 全般情報:
■ 2ページの「Java ES 6 Base製品」
■ 3ページの「Java ES 6の新機能」
■ 3ページの「Java ES 6ソフトウェアの入手」
■ 4ページの「Java ES 6のインストール、または Java ES 6へのアップグレード」
■ 4ページの「廃止、置換、削除された機能」

■ プラットフォームおよびソフトウェアのサポート:
■ 4ページの「プラットフォームのサポート」
■ 6ページの「システムの仮想化のサポート」
■ 6ページの「Webブラウザのサポート」
■ 6ページの「Java Platform Standard Edition (Java SE)のサポート」

■ 6ページの「既知の問題」
■ 追加情報:

■ 11ページの「再配布可能ファイル」
■ 12ページの「Berkeley Databaseの使用に関する権利」
■ 12ページの「障害を持つユーザー向けのアクセシビリティー機能」
■ 12ページの「Java ES 6のドキュメント」
■ 12ページの「マニュアル、サポート、およびトレーニング」
■ 12ページの「Sun製品資料の検索」
■ 13ページの「第三者のWebサイト参照」
■ 13ページの「このマニュアルに関するコメント」

このドキュメントは、製品利用のあらゆる側面に関する問題を網羅しているわけではないの
で、使用する Java ES製品のリリースノートも参照されることをお薦めします。製品レベルのリ
リースノートの一覧については、「2ページの「Java ES 6 Base製品」」を参照してください。

Java ES 6 Base製品
次の表は、Java ES 6 Base製品の一覧、各製品のバージョン指定、各製品のリリースノートへのリ
ンク、これらのリリースノートで使用されている各製品の略称を示したものです。ほかの
Java ES 6オファリングで提供されている製品については、sun.com/software/javaenterprisesystemを
参照してください。

製品 バージョン リリースノート 略称

NetBeans 6.5.1 NetBeans IDE 6.5 Release Noteおよび
NetBeans 6.5 Patches Info

NetBeans

Solaris Cluster 3.2 1/09 Solaris Cluster 3.2 1/09 Release Note Solaris Cluster

Solaris Cluster Geographic
Edition

3.2 1/09 Solaris Cluster Geographic Edition 3.2 1/09
Release Note

Solaris Cluster Geographic
Edition
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http://docs.sun.com/coll/1286.4
http://www.sun.com/software/javaenterprisesystem
http://www.sun.com/software/javaenterprisesystem
http://www.netbeans.org/community/releases/65/relnotes.html
http://wiki.netbeans.org/NetBeans6.5PatchesInfo
http://wikis.sun.com/display/SunCluster/Sun+Cluster+3.2+1-09+Release+Notes
http://wikis.sun.com/display/SunCluster/Sun+Cluster+3.2+1-09+Release+Notes
http://wikis.sun.com/display/SunCluster/Sun+Cluster+3.2+1-09+Release+Notes


製品 バージョン リリースノート 略称

Sun GlassFish Enterprise
Server

v2.1 『Sun GlassFish Enterprise Server 2.1 Release
Notes』

GlassFish Enterprise Server

Sun GlassFish Web Space
Server

10.0 『Sun GlassFish Web Space Server 10.0 Release
Notes』

GlassFish Web Space Server

Sun Java System Directory
Server Enterprise Edition

6.3.1 『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.3.1 Release Notes』

Directory Server Enterprise
Edition

Sun Java System Message
Queue

4.3 『Sun Java System Message Queue 4.3 Release
Notes』

Message Queue

Sun Java System Web Proxy
Server

4.0.8 『Sun Java System Web Proxy Server 4.0.8
Release Notes』

Web Proxy Server

Sun Java System Web Server 7.0 Update 4 『Sun Java System Web Server 7.0 Update 4
Release Notes』

Webサーバー

Sun OpenSSO Enterprise 8.0 『Sun OpenSSO Enterprise 8.0 Release Notes』 OpenSSO Enterprise

従来の Java ESリリースの製品をよく理解されている場合は、次の点に注意してください。

■ Solaris Clusterおよび Solaris Cluster Geographic Editionはそれぞれ、従来の Java ESリリースの
Sun Clusterおよび Sun Cluster Geographic Editionと同じ製品です。

■ Sun GlassFish Enterprise Serverは事実上、Sun Java System Application Server Enterprise Editionと同
じ製品です。SunはApplication Server用のソースコードをGlassFishオープンソースプロジェク
トに寄与しました。このプロジェクトからのコードが、Sun GlassFish Enterprise Serverの作成
時に使用されます。

■ Sun GlassFish Web Space Serverは、Sun Java System Portal Serverの新しい後継製品です。
■ Sun OpenSSO Enterpriseは事実上、Sun Java System Access Managerと同じ製品です。Sunは

Access Manager用のソースコードをOpenSSOオープンソースプロジェクトに寄与しまし
た。このプロジェクトからのコードが、Sun OpenSSO Enterpriseの作成時に使用されます。

すばやく参照できるように、NetBeansを除く上記すべての製品のリリースノート
は、docs.sun.comSMの docs.sun.com/coll/1315.4に収録されています。

Java ES 6の新機能
■ Java ES 6とそのスイートには、Java ES 5 Update 1よりも多くの製品が組み込まれています。
■ Java ES 5 Update 1と比較して、Java ES 6の互換性および相互運用性テストでは、より多くの製
品とより一般的な配備シナリオが扱われ、厳密さが増しています。

■ Java ES 6は Solaris 10 Trusted Extensions上でテストされ、サポートされています。
■ Java ES 6プラットフォームテストで扱ったプラットフォームは、Java ES 5 Update 1より高度に
仮想化されています。

■ Java ES 6で採用されているインストーラは、単一ホスト用でなく構成製品用のものであるた
め、より柔軟にエンタープライズレベルの配備をセットアップできます。

詳細については、『Sun Java Enterprise System 6の新機能』を参照してください。

Java ES 6ソフトウェアの入手
Java ES 6ソフトウェアは、sun.com/software/javaenterprisesystem/getit.jspで無償ダウンロード版と
しても、注文可能なCD/DVDメディアのキットとしても提供されています。

Java ES 6ソフトウェアは、サポートや補償が不要であれば、無償でご利用いただけます。本稼働
環境での実行中に必要とされるサポートや補償を取得する場合は、Java ESのサブスクリプション
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http://docs.sun.com/doc/820-4329
http://docs.sun.com/doc/820-4329
http://docs.sun.com/doc/820-7052
http://docs.sun.com/doc/820-7052
http://docs.sun.com/doc/820-5817
http://docs.sun.com/doc/820-5817
http://docs.sun.com/doc/820-6360
http://docs.sun.com/doc/820-6360
http://docs.sun.com/doc/820-5728
http://docs.sun.com/doc/820-5728
http://docs.sun.com/doc/820-6373
http://docs.sun.com/doc/820-6373
http://docs.sun.com/doc/820-3745
https://glassfish.dev.java.net
https://glassfish.dev.java.net
https://opensso.dev.java.net
http://docs.sun.com/coll/1315.4
http://docs.sun.com/doc/821-0008
http://www.sun.com/software/javaenterprisesystem/getit.jsp


を購入してください。Java ESのサブスクリプションで提供される利用可能なサポートおよび
サービス計画については、sun.com/software/javaenterprisesystem/support.jspを参照してください。

Java ES 6のインストール、または Java ES 6へのアップ
グレード
Java ES 6製品のインストールについては、『Sun Java Enterprise System 6のインストール』を参照
してください。以前のリリースの Java ESから Java ES 6へのアップグレードについては、『Sun
Java Enterprise System 6へのアップグレード』を参照してください。

廃止、置換、削除された機能
このリリースで廃止、置換、削除された Java ESのシステム規模の機能を次に示します。このリ
リースで廃止、置換、削除された製品固有の機能については、該当する製品のリリースノートを
参照してください。

■ HP-UX、Red Hat Enterprise Linux 3、およびMicrosoft Windows 2000のシステム全体に渡るサ
ポートはなくなりました。ただし、製品によって、これらのプラットフォームのうちの 1つ
または複数が引き続きサポートされる可能性があります。

■ J2SE 1.4のシステム全体に渡るサポートはなくなりました。ただし、製品によっては、J2SE 1.4
が引き続きサポートされる可能性があります。

■ システム規模のインストーラは削除されました。
■ Java DBは別個の製品として削除されました。GlassFish Enterprise Serverに組み込まれました。
■ サービスレジストリは削除されました。
■ Sun Java System Access Managerの後継となった製品は、OpenSSO Enterpriseです。OpenSSO

Enterpriseは、Access Managerに基づいているため、実質的に新バージョンのAccess Managerに
相当します。

■ Sun Java System Application Server Enterprise Editionの後継となった製品は、GlassFish Enterprise
Serverです。GlassFish Enterprise Serverは、Application Serverに基づいているため、実質的に新
バージョンのApplication Serverに相当します。

■ Sun Java System Monitoring Consoleは削除されました。
■ Sun Java System Portal Serverの後継となった新製品は、GlassFish Web Space Serverです。
■ Sun Java Studio Enterpriseおよび Sun Java Studio Creatorは、NetBeansで置き換えられました。

プラットフォームのサポート
Java ES 6製品は、少なくとも次のプラットフォームをサポートしています。
■ Solaris 10 (SPARCTM、x86、および x64プラットフォーム版)
■ Solaris 9 (SPARCおよび x86プラットフォーム版)
■ Red Hat Enterprise Linux 5 ASおよび ES (x86および x64プラットフォーム版)
■ Red Hat Enterprise Linux 4 ASおよび ES (x86および x64プラットフォーム版)
■ Microsoft Windows 2003 Server Standardと Enterprise Editions 32および 64ビットバージョン SP2

(x86および x64プラットフォーム版)
■ Microsoft Windows 2003 Data Center Server 32ビットバージョン SP2 (x86および x64プラット
フォーム版)

■ Microsoft Windows XP Professional Edition SP2 (x86プラットフォーム版)
■ Microsoft Windows Vista Business Edition (x86プラットフォーム版)

製品によっては、OpenSolaris、AIX、HP-UXなどのプラットフォームをサポートするものや、特
定のプラットフォームに関して互換性の問題のあるものがあります。詳細については、該当する
製品のリリースノートを参照してください。
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Java ES 6製品によっては、Microsoft Windows XPおよびVistaプラットフォームを開発用にサ
ポートしても、本稼働用にはサポートしない場合があります。

また、Solaris Clusterおよび Solaris Cluster Geographic Editionが Solarisしかサポートしていないこ
とにも注意してください。

Solarisの要件および問題
Java ES 6は、Solaris 10 (SPARC、x86、および x64プラットフォーム版)上および Solaris 9 (SPARCお
よび x86プラットフォーム版)上でテストされ、サポートされています。

Solaris 10 Trusted Extensions。Java ES 6は、Solaris 10 Trusted Extensions上でテストされ、サポート
されています。

推奨される Solarisの更新レベル。Java ES 6は、Solaris 9および Solaris 10のすべてのバージョンで
サポートされていますが、製品によっては、特定の最小レベルの更新によって完全な機能を実装
することが推奨される場合もあります。詳細については、該当する製品のリリースノートを参照
してください。

サポートされている Solarisソフトウェアグループ。Java ES 6は、次の Solarisソフトウェアグ
ループを使用してインストールされた Solarisシステム上でテストされサポートされています。

■ SUNWCXall – Solarisソフトウェアグループ全体とOEMサポート
■ SUNWCall – Solarisソフトウェアグループ全体

製品によっては、SUNWCprog (開発者 Solarisソフトウェアグループ)や SUNWCuser (エンドユーザー
Solarisソフトウェアグループ)など、追加のグループをサポートする場合もあります。詳細につ
いては、該当する製品のリリースノートを参照してください。

Solaris 10での最小インストール。Java ES 6製品によっては、最小の Solaris 10システム上で稼動す
るものもあります。この最小システムは、SUNWCreq (コアシステム Solarisソフトウェアグループ)
を使用してインストールされる場合と、SUNWCreqを使用してインストールされたあと別途の
パッケージが追加される場合があります。最小インストールに必要とされる一連のパッケージ
は、製品ごとに異なります。したがって、該当する製品のリリースノートを参照して、Solaris 10
上での製品の最小インストール要件を確認してください。

Linuxの要件および問題
Java ES 6は、Red Hat Enterprise Linux 5 ASおよび ES (x86および x64プラットフォーム版)および
Red Hat Enterprise Linux 4 ASおよび ES (x86および x64プラットフォーム版)でテストされ、サ
ポートされています。

Windowsの要件および問題
Java ES 6は、次のMicrosoft Windowsプラットフォームでテストされ、サポートされています。

■ Windows 2003 Server Standard Editionと Enterprise Editions 32および 64ビットバージョン SP2
(x86および x64プラットフォーム版)

■ Windows 2003 Server Enterprise Editionと Enterprise Editions 32および 64ビットバージョン SP2
(x86および x64プラットフォーム版)

■ Windows 2003 Data Center Server 32ビットバージョン SP2 (x86および x64プラットフォーム版)
■ Windows XP Professional Edition SP2 (x86プラットフォーム版)
■ Windows Vista Business Edition (x86プラットフォーム版)

Java ES 6製品は、機能縮退を招かない最新版の Service Packもサポートしています。

Java ES 6製品によっては、Windows XPおよびVistaプラットフォームを開発用にサポートしてい
ても、業務ユーザー用にはサポートしない場合もあります。
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システムの仮想化のサポート
システムの仮想化は、複数のオペレーティングシステム (OS)インスタンスを共用ハードウェア
上で個別に実行できるようにするテクノロジです。機能的にいうと、仮想化された環境でホスト
されるOSに配備されたソフトウェアは、通常はベースとなるプラットフォームが仮想化されて
いることを認識しません。Sunでは、精選されたシステムの仮想化とOSの組み合わせについ
て、その製品の多くをテストしています。これは、適切な規模と構成の仮想化環境でも、仮想化
されていないシステム上の場合と同様に、製品が機能することを効果的に確認するためのテスト
です。仮想化された環境における製品のサポートの一般情報については、『System Virtualization
Support in Sun Java System Products』を参照してください。この一般情報に対する製品固有の例外
や拡張については、製品のリリースノートを参照してください。

Webブラウザのサポート
Java ES 6製品に装備されているWebベースのエンドユーザーインタフェースおよび管理インタ
フェースでサポートされているWebブラウザとしては、少なくとも次のものが挙げられます。

■ Mozilla Firefox 1.5および 2.0 (Solaris、Red Hat Linux、Microsoft Windows、およびMac OS X版)
■ Microsoft Internet Explorer 6および 7 (Microsoft Windows版)
■ Apple Safari 2.0および 3.0 (Mac OS X版)

また、Java ES 6製品によっては、ほかのWebブラウザ (たとえば、Opera)をサポートするものも
あります。それらの製品に対してサポートされているWebブラウザの完全なリストについて
は、使用している製品のリリースノートを参照してください。

Java Platform Standard Edition (Java SE)のサポート
Java ES 6製品でサポートされている Java SEのバージョンとしては、少なくとも次のものが挙げら
れます。

■ Java SE 5.0 Update 14 (1.5.0_14)
■ Java SE 6.0 Update 3 (1.6.0_3)

Java ES 6製品は、機能縮退を招かない最新版のアップデートもサポートしています。

製品によっては、ほかのバージョンの Java SE (たとえば、J2SE 1.4.2)をサポートするものや、特定
のバージョンの Java SEに関して互換性の問題のあるものがあります。詳細については、該当す
る製品のリリースノートを参照してください。製品のリリースノート一覧については、「
2ページの「Java ES 6 Base製品」」を参照してください。

既知の問題
次の節では、Java ES 6に関して次の種類の問題を説明します。

■ Java ES 6製品をインストールするときの特殊な状況に関連した問題
■ 以前のバージョンの Java ESから Java ES 6製品にアップグレードするときの特殊な状況に関連
した問題

■ Java ES 6の複数製品の相互運用性に関連した問題
■ Java ES 6製品に関する高可視性の問題

すばやく参照できるように、次の節で説明する問題のリストを示します。

■ 7ページの「OpenSolaris: Java ES製品をOpenSolarisゾーンに配備する際に、追加の
OpenSolarisパッケージが必要になる」

■ 7ページの「OpenSolaris 2008.11とVMWare ESX/ESXi 3.5:いくつかの Java ES製品に、システ
ム時刻の問題に起因する障害が発生する」
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■ 7ページの「Web Server:逆プロキシ経由で配信された一部のページが正しく描画されない
(6762401)」

■ 8ページの「OpenSSO Enterprise:ユーザーパスワードに% (パーセント)を含めた場合、認証
に失敗する (4122)」

■ 8ページの「GlassFish Enterprise ServerとWeb Space Server: GlassFish Enterprise Server管理者
ユーザーが "admin"以外の場合は、Web Space Serverをインストールできない (6812932)」

■ 8ページの「GlassFish Enterprise ServerとWeb Space Server: GlassFish Enterprise Serverで Security
Managerが有効になっている場合、Web Space Serverのインストールに特殊な構成が必要にな
る (6771720, 6813015)」

■ 9ページの「Web Space ServerとOpenSSO Enterprise: OpenSSO Enterpriseを使用する設定に
なっているWeb Space Serverにログインしようとしても失敗する (6760660)」

■ 9ページの「OpenSSO Enterpriseと Portal Server: OpenSSO Enterpriseへのアップグレード
後、amadminとしてログインできなくなった (4378)」

■ 10ページの「OpenSSO Enterpriseと Portal Server: OpenSSO Enterpriseへのアップグレード
後、同じノード上の Portal Serverインスタンスが機能しなくなった (4756、4809)」

■ 10ページの「GlassFish Enterprise Serverと Identity Manager: GlassFish Enterprise Serverへの
アップグレード中に、Identity Manager idm.warファイルを再配備できない (6819380)」

■ 10ページの「GlassFish Enterprise Serverと Portal Server:パッケージベースのApplication Server
8.2からアップグレードしたあと、adminログインセキュリティーが機能しなくなった
(6818829)」

■ 10ページの「Directory Serverと Identity Manager: Identity Serverでユーザーアカウント IDを変
更した場合、LDAPグループメンバーシップがメンテナンスされない (20404)」

■ 11ページの「Access Managerと Java CAPS: HTTP BCが https経由でAccess Managerに認証でき
ない (6763628)」

これらの多くの問題に関する詳細および更新は、sunsolve.sun.com、bugs.sun.com、または java.net
で検索できます。

OpenSolaris: Java ES製品をOpenSolarisゾーンに配備する際に、追加の
OpenSolarisパッケージが必要になる
特定のOpenSolarisパッケージをさらにインストールしないかぎり、OpenSolarisをサポートして
いる Java ES 6製品の多くは、OpenSolarisゾーン内で正しくインストールまたは実行されません。

解決策: OpenSolarisゾーン内での正常動作に必要とされる一連の追加パッケージ (存在する場合)
は製品ごとに異なります。したがって、該当する製品のリリースノートを参照して、OpenSolaris
ゾーン内でのインストール方法を確認してください。

OpenSolaris 2008.11とVMWare ESX/ESXi 3.5:いくつかの Java ES製品に、シス
テム時刻の問題に起因する障害が発生する
OpenSolarisの問題 (4788)に取り上げられているように、VMWare ESXおよび ESXi 3.5内で
OpenSolarisが仮想化されているときは、システム時刻が不正になります。この問題が原因で、こ
の仮想化環境でインストールまたは稼動中の一部の Java ES製品に障害が発生し、時刻に関連し
たさまざまなエラーが通知されています。

解決策: VMWare ESXまたは ESXi 3.5.0 Update 4にアップグレードしてください。今回の
バージョンのVMWare ESXおよび ESXiでは、システム時刻の問題が解決されています。

Web Server:逆プロキシ経由で配信された一部のページが正しく描画されな
い (6762401)
条件によっては、HTTP応答がWebサーバーのリバースプロキシ機能を介して正しく転送されな
いので、結果としてWebブラウザ内のWebページが正しく描画されません。

解決策:なし。
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OpenSSO Enterprise:ユーザーパスワードに% (パーセント)を含めた場
合、認証に失敗する (4122)
ユーザーパスワードに、"%52"のように% (パーセント)記号とそれに続く 2桁の数字が含まれて
いる場合、該当のユーザーはOpenSSO Enterpriseに認証されません。この場合、%とそれに続く
2桁の数字はASCIIコードとして解釈されるためです。たとえば、"%52"はR (大文字のR)を表す
ASCIIコードです。

解決策:ユーザーのパスワードをリセットしてください。

GlassFish Enterprise ServerとWeb Space Server: GlassFish Enterprise Server管
理者ユーザーが "admin"以外の場合は、Web Space Serverをインストール
できない (6812932)
Web Space Serverの配備先となるGlassFish Enterprise Serverドメインまたはインスタンスが管理
ユーザーのデフォルトユーザー名 "admin"を使用しない場合、Web Space Serverをインストールし
ようとすると失敗します。

解決策: Web Space Serverをインストールする前に、webspace/applicationサブディレクトリにあ
る install.xmlファイルを編集して、次のインスタンスを

<arg value="admin"/>

次の行に置き換えます。

<arg value="username"/>

usernameは、Web Space Serverの配備先となるGlassFish Enterprise Serverドメインまたはインスタ
ンスの管理ユーザーのユーザー名です。

GlassFish Enterprise ServerとWeb Space Server: GlassFish Enterprise Serverで
Security Managerが有効になっている場合、Web Space Serverのインス
トールに特殊な構成が必要になる (6771720, 6813015)
Web Space Serverの配備先となるGlassFish Enterprise Serverドメインまたはインスタンスに対して
Security Manager機能が有効になっている場合、Web Space Serverインストール後に動作しなくな
ります。GlassFish Enterprise Serverエンタープライズプロファイルを使用しているときは、この機
能が自動的に有効化されることに注意してください。

解決策:次の手順に従って、Web Space Serverをインストールしてください。

1. Web Space Serverの配備先となるGlassFish Enterprise Serverドメインの server.policyファイル
を変更します。このファイルは、domains/domain-name/configサブディレクトリにありま
す。

次の行の前に

// Basic set of required permissions granted to all remaining code

grant {

次の行を追加します。

// permissions to support Web Space Server

grant codeBase "file:${com.sun.aas.instanceRoot}/lib/-" {

permission java.security.AllPermission;

};

grant codeBase "file:${com.sun.aas.instanceRoot}/applications/j2ee-modules/webspace/-" {

permission java.security.AllPermission;

};
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grant codeBase "file:${com.sun.aas.instanceRoot}/applications/j2ee-modules/saw-web/-" {

permission java.security.AllPermission;

};

また、基本許可ブロックで

// Basic set of required permissions granted to all remaining code

grant {

...

};

次の行をブロック終了の直前に追加します。

permission java.lang.reflect.ReflectPermission "suppressAccessChecks";

2. Web Space Serverの配備先となるGlassFish Enterprise Serverドメインを再起動します。
3. Web Space Server配布パッケージ (webspace-for-gfv2)の portal-ext.propertiesファイルを変更
します。このファイル
は、webspace/application/distribution/deploy/webspace/WEB-INF/classes/サブディレクト
リにあります。

ファイルの最後に、次の行を追加します。

auto.deploy.glassfish-tomcat.jee.dm.id=deployer:Sun:AppServer::localhost:4848:https

4. webspace/applicationサブディレクトリに移動し、次のコマンドを入力して、Web Space
Serverをインストールします。

ant -f install.xml

Web Space ServerとOpenSSO Enterprise: OpenSSO Enterpriseを使用する設定
になっているWeb Space Serverにログインしようとしても失敗する
(6760660)
OpenSSO Enterpriseを使用してWeb Space Serverをユーザー管理用に構成したあとで、Web Space
Serverへのログインを試みると失敗します。

解決策:次の手順を実行します。

1. OpenSSO Enterprise管理コンソールにログインします。
2. 「設定」をクリックします。
3. 「サーバーおよびサイト」をクリックします。
4. Web Space Serverでユーザー管理上の問い合わせ用に設定されているサーバーをクリックしま
す。

5. 「セキュリティー」をクリックします。
6. 「Cookie」セクションで、「Cookie値のエンコード」を有効にし、「保存」をクリックしま
す。

7. OpenSSO Enterpriseの配備先となるWebコンテナを再起動します。

OpenSSO EnterpriseとPortal Server: OpenSSO Enterpriseへのアップグレード
後、amadminとしてログインできなくなった (4378)
Access Manager 7.xからOpenSSO Enterprise 8.0へのアップグレード後に、Portal Serverコンソール
(psconsole)にログインしようとしたり、psadminコマンドを amadminユーザーとして実行しよう
とすると失敗します。

この問題は、OpenSSO Enterpriseおよび Portal Serverが異なるノード上に配備されているマルチ
ノードアーキテクチャーにおいてよく見られます。

解決策:なし。
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OpenSSO EnterpriseとPortal Server: OpenSSO Enterpriseへのアップグレード
後、同じノード上のPortal Serverインスタンスが機能しなくなった
(4756、4809)
あるノード上でAccess ManagerをOpenSSO Enterprise 8.0にアップグレードしたあとは、同じ
ノード上の Portal Serverインストールプログラムが機能しなくなります。この障害が発生する原
因は、OpenSSO EnterpriseとAccess ManagerのAM SDKコンポーネントが同じWebコンテナ内に
共存できないことと、Portal ServerがAM SDKコンポーネントに依存していることです。

解決策:なし。

GlassFish Enterprise Serverと Identity Manager: GlassFish Enterprise Serverへ
のアップグレード中に、Identity Manager idm.warファイルを再配備できな
い (6819380)
Application Server 8.2からアップグレードするGlassFish Enterprise Serverに付属のアップグレード
ユーティリティーを使用した場合は、アップグレードログに idm.warファイルが配備されないと
いう記録が残ります。

解決策:アップグレードユーティリティーで修正し配備を試行したファイルでなく、元の idm.war

ファイルを配備してください。Identity Managerをデフォルト設定でインストールした場合、元の
warファイルは /opt/idm.warとなります。

GlassFish Enterprise ServerとPortal Server:パッケージベースのApplication
Server 8.2からアップグレードしたあと、adminログインセキュリティーが
機能しなくなった (6818829)
Portal Serverが配備されたApplication Server 8.2のパッケージベースのインストールプログラムか
らアップグレードしたあとは、adminセキュリティーが機能しなくなります。代わりに、admin
コンソールが adminユーザー名およびパスワードの入力要求なしに使用可能になります。

解決策: GlassFish Enterprise Server server.policyファイルで、次の行を

permissiion java.security.AllPermission "MonitoringAuth.*";
permission java.security.AllPermission "MonitoringPolicy.*";

次のように変更します。

permission javax.management.MBeanServerPermission "*";
permission javax.management.MBeanPermission "*", "*";
permission javax.management.MBeanTrustPermission "*";
permission java.io.FilePermission "//var/opt/SUNWmfwk/logs/*", "delete,write";

最後の行のパスが 2つのスラッシュ (//)で始まっていることに注意してください。最初のス
ラッシュは、SUNWmfwk-rtのインストールディレクトリを示します。デフォルトのインス
トールディレクトリ (Solarisの場合 /opt、Linuxの場合 /opt/sun)は単一スラッシュで示されま
す。

Directory Serverと Identity Manager: Identity Serverでユーザーアカウント ID
を変更した場合、LDAPグループメンバーシップがメンテナンスされない
(20404)
Identity Manager LDAPリソースアダプタを介してDirectory Server 6.3.1 LDAPストアが Identity
Manager 8.0で管理可能なときに、Identity Managerでユーザーアカウント IDを変更した場合、そ
のユーザーの LDAPグループメンバーシップがメンテナンスされません。このことは、Identity
Managerの accountId属性が LDAP cn属性と uid属性の両方にマップされている場合でも当ては
まります。

解決策:なし。
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Access Managerと Java CAPS: HTTP BCがhttps経由でAccess Managerに認証
できない (6763628)
Access Managerを使用して Java CAPS認証を行っている場合は、Java CAPS HTTP Binding
Component (HTTP BC)を https経由でAccess Managerに認証できません。

解決策: Access Managerから証明書を取得し、HTTP BCの配備先となるGlassFishインスタンスの
証明書トラストストアの cacerts.jksに追加します。この操作の実行手順の例を次に示します。

1. Access Managerから証明書を取得します。

openssl s_client -connect accessmanager-host:port

2. エンコードされた証明書をテキストファイルに保存します。
opensslコマンドに対する応答で、次の行で始まっていて

-----BEGIN CERTIFICATE-----

次の行で終わっているセグメントを見つけます。

-----END CERTIFICATE-----

このセグメント (BEGIN行と END行を含む)を選択し、cert.crtという名前のファイルにコ
ピーします。そのようなセグメント全体は、たとえば次のようになります。

-----BEGIN CERTIFICATE-----

MIICpDCCAg2gAwIBAgIFAItb54QwDQYJKoZIhvcNAQEEBQAwgZUxCzAJBgNVBAYT

AlVTMRMwEQYDVQQIEwpDYWxpZm9ybmlhMRQwEgYDVQQHEwtTYW50YSBDbGFyYTEZ

MBcGA1UEChMQU3VuIE1pY3Jvc3lzdGVtczErMCkGA1UECxMiU3VuIEphdmEgU3lz

dGVtIEFwcGxpY2F0aW9uIFNlcnZlcjETMBEGA1UEAxMKanNjLWxkb20tNzAeFw0w

ODExMDQxNjA1NDBaFw0xODExMDQxNjA1NDBaMIGVMQswCQYDVQQGEwJVUzETMBEG

A1UECBMKQ2FsaWZvcm5pYTEUMBIGA1UEBxMLU2FudGEgQ2xhcmExGTAXBgNVBAoT

EFN1biBNaWNyb3N5c3RlbXMxKzApBgNVBAsTIlN1biBKYXZhIFN5c3RlbSBBcHBs

aWNhdGlvbiBTZXJ2ZXIxEzARBgNVBAMTCmpzYy1sZG9tLTcwgZ8wDQYJKoZIhvcN

AQEBBQADgY0AMIGJAoGBAL5I2Kll7NTt1kfZkCFpRykTrPSGrVccYEzE5IPEmf6S

ytBwRwD/hqBtSr5DFpobEIgG2NSGHF253fubE9nCRkduX11XPfT1Pyh8eZ0RLSi9

dR1ZT89glnoEuJFw+6LqyRWEyon8ncVyp4Ewrxk7SjvnI8LZeP5j3zIGeAxKEymn

AgMBAAEwDQYJKoZIhvcNAQEEBQADgYEACpkmOaPVkMfg0KvBQNfS+yE6qG6LKV4X

WVyEwaASVr7QjxHhdNeEilLob3xZmBXMHDvzLYZMw1RI7MSwZBOLmPT07RioIP0T

GIIeqVDv6lAjNQtYmWpLH05ANb69L9dLDwYOsA27YnqdhGWbNu4czEI6Qo1oQoiS

eNF9l0yB+Ks=

-----END CERTIFICATE-----

3. 証明書をGlassFish cacerts.jksトラストストアにインポートします。

keytool -import -keystore /opt/JavaCAPS6/appserver/domains/domain1/config/cacerts.jks -file cert.crt

4. GlassFishインスタンスを再起動します。

再配布可能ファイル
Sun Java Enterprise System 6製品によっては、再配布可能なファイルが付属している場合がありま
す。これらのファイルについては、使用している製品のリリースノートを参照してください。
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Berkeley Databaseの使用に関する権利
Sun Java Enterprise System 6製品によっては、Oracle Corporation製品である Berkeley Databaseのオ
ブジェクトまたはソースコード、あるいはその両方が付属している場合があります。Java
Enterprise Systemまたはその認定された派生製品とは別に Berkeley Databaseソフトウェアを使用す
る場合は、追加のライセンス条件に従う必要があります。

障害を持つユーザー向けのアクセシビリティー機能
Sunは、高度なアクセシビリティー機能および支援技術を含む製品の提供に取り組んでいま
す。詳細については、http://sun.com/accessibilityを参照してください。

Java ES 6製品のアクセシビリティー機能については、第 508条の製品評価書を参照してくださ
い。この製品評価書はご要望に応じて Sunから提供されます。

Java ES 6の Sun GlassFish Enterprise Serverおよび Sun GlassFish Web Space Serverは、第 508条に完全
には適合していません。Sunは今後の製品バージョンまたはアップデートにおいて、これらの製
品を完全に適合させるための手段を講じます。

Java ES 6のドキュメント
Java ES 6および Java ES 6の製品に関するドキュメントは、docs.sun.comの次のコレクションで参
照できます。

■ リリースノート: docs.sun.com/coll/1315.4
■ システムレベルのインストール、アップグレード、および相互運用性に関するドキュメント:

docs.sun.com/coll/1286.4
■ 各製品マニュアルのコレクション: docs.sun.com/prod/entsys.6

また、その他の種類のドキュメントは次のサイトで探すことができます。

■ BigAdmin上の Java ESの情報ハブ: sun.com/bigadmin/hubs/javaes
■ Java ESの相互運用性に関するサイト: wikis.sun.com/display/Interoperability
■ Java ESのフォーラム: forums.sun.com/forum.jspa?forumID=872

マニュアル、サポート、およびトレーニング
SunのWebサイトには、次に示す関連情報が示されています。
■ ドキュメント (http://www.sun.com/documentation/)
■ サポート (http://www.sun.com/support/)
■ トレーニング (http://www.sun.com/training/)

Sun製品資料の検索
Sun製品マニュアルは docs.sun.com Webサイトで検索できるだけでなく、検索エンジンの検索
フィールドに次の構文を入力することによっても検索できます。

search-term site:docs.sun.com

たとえば、「ブローカ」を検索する場合は、次のように入力します。

broker site:docs.sun.com

検索に java.sun.com、www.sun.com、developers.sun.comなどほかの Sun Webサイトも含めるに
は、「docs.sun.com」の代わりに「sun.com」を検索フィールドに入力します。
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第三者のWebサイト参照
このマニュアル内で参照している第三者のURLは、追加の関連情報を提供します。

注 –このドキュメント内で引用する第三者のWebサイトの可用性について Sunは責任を負いませ
ん。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能な、コンテンツ、広告、製
品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけではなく、Sunはいかなる責任も負いませ
ん。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを経由して利用可能な、コンテンツ、製
品、サービスを利用または信頼したことに伴って発生した、あるいは発生したと主張されるいか
なる損害や損失についても、Sunは一切の責任を負いません。

このマニュアルに関するコメント
弊社では、マニュアルの改善に努めており、お客様からのコメントおよびご忠告をお受けしてお
ります。ご意見をお寄せいただくには、http://docs.sun.comにアクセスして、「Feedback」をク
リックしてください。

改訂履歴

バージョン 日付 変更点の説明

10 2009年 4月 最終リリースバージョン
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